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◆５月例会

日　時：２０２１年５月１３日（木）

開　会：１９：００

閉　会：

会　場：ウエスタ川越　活動室１・２またはＺＯＯＭを使用したオンライン

担　当：青少年開発委員会

　去る５月１３日（木）青少年開発委員会担当のもとウエスタ

川越の市民活動・生涯学習施設活動室１・２にて５月例会『自

ら未来を切り拓く人財へと成長するためには～未来を担う子ど

も達にわたし達ができること～』を開催いたしました。

　本例会では神戸理事長の理事長所信をもとに、青少年開発委

員会が立てた事業方針の仮説立てから調査研究や取材を行った

内容の発表を通じて、川越のまちの子ども達の現状を取り巻く

環境と抱える課題をＬＯＭメンバーへ伝えました。委員会で行

った調査研究をもとに、ＬＯＭメンバーと意識を共有すべく行

ったグループディスカッションでは活発なアイデアが出され、

メンバー一人ひとりが現状の課題を把握し積極的に向き合う様

子が伺えました。また、青少年開発委員会の導き出した仮説や

一年間の活動の方向性を伝えたことでメンバーにより深くご理

解いただけたものと思います。子どもたちが未来を切り拓く人

財へと成長させるために必要なことや、今わたし達に求められ

ているものをＬＯＭメンバーと意識を共有できたことにより、

今年度の青少年開発委員会の今後の活動に対して、さらに積極

性が増されたと確信しております。

　近年、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化しており、そ

の背景にはインターネットの進化によって多くのことが非対面

で完結出来るようになり利便性が高まる一方、対面でコミュニ

ケーションを行う場面が減りつつあることを青少年開発委員会

では大きな課題として認識しました。非対面で全てが完結する

ことで人との出会いや、人と触れ合う機会が失われていきます。

さらに、新型コロナウイルスの蔓延により、子どもたち同士の

繋がりや体験の場面が減少していることも問題と捉えています。

実体験を通して学ぶことが出来ない状況が生まれることにより、

人との出会いや体験を通じて学ぶ機会が減少しています。子ど

もたちが他者のことを考え、思いやりをもつことを必要とされ

ていることは青少年開発委員会の調査結果からも読み取ること

が出来ます。

　青少年開発委員会が年間を通じて行う事業、『思いやり育成

事業』では、多くの人との出会いと体験を通じて思いやりを育

むことで子どもたちのコミュニケーションの心を育んでまいり

ます。『チームワーク向上事業』では多くの人びととの協力を

もって全力で行動し、成し遂げる体験を通じて、子どもたちの

チームワークの心を育みます。そして最後に『主体性開発事業』

を通じて主体的に行動し、多くの人びとと協調しながら全力を

尽くす体験を通じて、子どもたちの行動する心を育みます。こ

れら３つの事業を通じて、青少年開発委員会は運動展開し理事

長所信の具現化を目指します。そうすることで子どもたちの未

来を切り拓く心を育み、子どもたちに自ら未来を切り拓くこと

のできる人財へと成長していただき、時代を切り拓く川越を創

造することができるものと確信しております。

　例会では至らぬ点・反省点も多くありましたが、反省点をし

っかり委員会で検証し、今後の例会・事業に活かしてまいりま

す。結びになりますが、当日ご参加いただきましたＬＯＭメン

バーの皆様、本例会を共に創り上げてきた委員会メンバーに心

から感謝を申し上げ、本例会のご報告とさせていただきます。

　本当にありがとうございました。

出席率　〇〇.〇〇％

青少年開発委員長　岡安　秀樹

理事会報告

◆第５回理事会

日　時：２０２１年５月６日（木）１９：００〜２０：３３

会　場：ウェスタ川越　２階　活動室１（Ｚｏｏｍ併用）

議案

第１号議案　時代を切り拓く共創事業に関する件

第２号議案　５月例会に関する件

第３号議案　思いやり育成事業に関する件

第４号議案　６月例会に関する件

　全議案共、原案通り可決承認されました。

出席理事：１３名中１３名

仮入会紹介

山本　浩也　（やまもと　ひろや）

■事業所　　　COEDO KAWAGOE F.C株式会社

■事業内容　　サッカークラブ

■事業所住所　川越市藤間９１０番地６１コリーヌベルＡ３０２

村山　太一　（むらやま　たいち）

■事業所　　　株式会社ジムマネジメント

■事業内容　　情報処理サービス業

■事業所住所　東京都新宿区西新宿六丁目１６番地６

大圖　洋平　（おおず　ようへい）

■事業所　　　有限会社アップ山本接骨院

■事業内容　　柔道整復師

■事業所住所　川越市大字的場７９４番地１８

公益社団法人川越青年会議所　広報　　the Voice of JC　　２０２１年５月号

発行 : 公益社団法人川越青年会議所　　２０２１年度理事長　神戸　光邦
〒３５０－８５１０　埼玉県川越市仲町１-１２
tel : ０４９-２２９-１８１０　e-mail : info@.kawagoejc.com　https://www.kawagoejc.com/

編集 : 広報運営特別委員会　　印刷 : 株式会社クリエイトワン
Ｋａｗａｇｏｅ ＪＣ

Ｋａｗａｇｏｅ ＪＣ 32

　最後に、今年度会員開発拡大委員会が掲げる「未来創生」のテー

マのもと、（公社）川越青年会議所が時代を切り拓く組織へ成長す

るための準備をしっかりと進めてまいりたいと思います。また、２

０２１年度多くの新入会員メンバーが入会しております。新入会員

メンバーの活躍にも温かい目でご注目ください。多くのメンバーの

ご参加を心よりお待ちしております。

会員開発拡大委員長　山根　史子

◆新キャラクター創設事業

日時：２０２１年４月１０日（土）～５月１０日（月）

会場：ＷＥＢ

担当：広報運営特別委員会

　この度、先月より始まりました「新キャラクター創設事業」にお

ける時の鐘マン女性キャラクターの名前募集が無事に終了いたしま

した。一般市民の皆様から名称を考えていただく今回の企画は、延

べ総数４６５票もの御応募がございました。応募の最年少は５歳、

そして最年長は８０歳と年齢層問わずに本当に多くの方々に御興味

を持っていただくことができ、委員会メンバー一同感謝しておりま

す。私たち広報運営特別委員会では、この中から最終候補を８つ迄

に絞り、そこからＬＯＭメンバーによる投票で最終的な名前を決定

いたしました。厳正なる投票の結果、彼女の名前はメンバーより１

５票を獲得した「時の鐘美（かねみ）」になりました。奥ゆかしい

名前でありながら、時の鐘の精霊であるイメージも崩さない素敵な

名前になったと思います。また、名前と同時に募集していた決めポ

ーズは時の鐘マンが「雁」のポーズであるのに対して、こちらは「

時の鐘の音に耳を澄ませる」ポーズになりました。今後は時の鐘マ

ンの妹として、二人で川越のまちを盛り上げていくキーパーソンに

なってくれることを期待しております。

　今回の事業を通じて予想以上の投票数の多さから、改めて地域に

根付いた時の鐘マンの人気に驚かされ、今までそれを根付かせてき

たＯＢの皆様のご尽力に感激いたしました。今後ますます（公社）

川越青年会議所の広報発信ツールとして老若男女から愛されるキャ

ラクターとして運用してまいりますと共に報告とさせていただきま

す。誠にありがとうございました。

広報運営特別委員長　千田　明寛

Report

◆時代を切り拓く若者コミュニティ事業(第２回)

日時：２０２１年４月２４日（土）

開会：１０：００

閉会：１６：２３

会場：一番街周辺、川越北公民館

担当：社会開発委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　去る４月２４日(土)に、『川越若者会議～まちのしゃべり場～』

と題し、時代を切り拓く若者コミュニティ事業(第２回)を開催いた

しました。

　今回は【まち】というテーマにて、川越の観光名所であります一

番街を中心にまちを知ってもらう体験をしていただきました。ただ

Report

Report

観光をするのではなく、「私達が住んでいるまちがどのように変化

をしていったか？」や「歴史ある建物を現在どのように活用し、ま

ちを発展していったのか？」といった視点をもとに、シルバー人材

センター様のガイドにより川越の街並みを楽しんで理解していただ

けたと思います。

　午後からは川越市長川合善明様をお招きし、講話をいただきまし

た。本年４期目を迎え、今後東京オリンピックのゴルフ競技開催・

市制１００周年に向け、まちづくりに対する熱い想いをご講演して

いただきました。また、質疑応答では若者会議の参加者が各々の思

いを川合市長に直接伝えられる機会ができて、とても有意義な時間

だったと感じました。

　その後のディスカッションでは、「川越市の現在の価値とは？」、

「これから高めたい川越の価値とは？」という２つのテーマで話し

あっていただき、午前中の体験や市長講話をもとに多くの意見を抽

出することができ、若者会議に参加してくださった皆様もアンケー

トでは好評という評価を多くいただきました。

　最後にご参加いただきました参加者の皆様に心から感謝を御礼申

し上げ、時代を切り拓く若者コミュニティ事業(第２回)のご報告と

させていただきます。誠にありがとうございました。

出席率　７２．７％

社会開発委員長　飯島　将史

◆花見事業

日時：２０２１年４月２９日（木）

開会：１０：００

閉会：１３：５５

会場：ＺＯＯＭを使用したオンライン

　去る、４月２９日（木）花見事業（ウォーキング大会）を開催さ

せていただきました。昨今の情勢も鑑みてリモートでの開催となり

ましたが、多くの方にご参加いただき本当にありがとうございます。

　本事業は、当初川越陸上競技場を使用し大運動会を開催する予定

でした。しかし新型コロナウイルスの再拡大により開催中止を検討

しなければならない状況でしたが、かねてから「どんな状況下にお

いてもできることはある！」という想いのもと、川越青年会議所を

盛り上げるため何かできないか、と急遽内容を変更しウォーキング

大会を開催いたしました。

　ＬＯＭメンバーの皆様には運動することで日ごろの鬱積したスト

レスを発散していただき、またご家族の皆様には、コミュニケーシ

ョンの場として存分に楽しんでいただきつつ、今後のＪＣ活動への

理解を得る機会にするという目的でした。

　当日は悪天候にもかかわらず多くの方にご参加いただいたきトー

タル歩数は約２０万歩。大人の１歩が約７０㎝とすると、この歩数

は、東京駅から富士山手前の吉田駅まで行ける距離です。また、皆

様から非常に楽しそうな写真もたくさんご提供いただき、本事業の

目的は達成できたと確信しております。

　しかしながら準備や設営面等、至らぬ点もございましたので、し

っかり振り返りを行い今後の活動へ活かしてまいります。

　最後に本事業にご参加をしていただいた皆様、そして事業を行う

にあたってご協力をいただいたメンバーの皆様に心より感謝を申し

上げ、事業の報告とさせていただきます。誠にありがとうございま

した。

会員開発拡大委員長　山根　史子

Report

新入会員紹介

保原　怜史（ホバラ　サトシ）

事業所：株式会社　Ｂｕｌｌ

事業内容：車販売・買取・車検・板金

事業所住所：埼玉県坂戸市泉町５丁目７番

役職：代表取締役

この度は(公社)川越青年会議所の正会員に

ご承認いただき誠にありがとうございます。

地場での繋がりと自己成長、地域貢献を目的に今後取り組んで行く

所存です。繋がりを大事に、元気に参加できればと思いますので、

ご指導宜しくお願いいたします。

◆思いやり育成事業

日　時：２０２１年５月１３日（木）

登録・受付：９：３０

開　会：１０：００

閉　会：１３：５０

会　場：髙梨農園

担　当：青少年開発委員会

　来る２０２１年６月１３日（日）に、「思いやりの心を育む日～

その手を繋いで未来へいこう～」と題しまして、思いやり育成事業

を開催いたします。

　本事業では、神戸理事長の所信を具現化すべく、本年度青少年開

発委員会が年間を通じて行う３つの事業のうち１つ目に行う事業と

なります。本事業を通じて子どもたちに自ら他者のことを考え、他

者を思いやる気持ちを持っていただくことで、子どもたちの「コミ

ュニケーションする心」を育んでまいります。

　はじめに、髙梨農園の髙梨様より米作りの過程や生産者として米

作りに込めた想いをお話しいただくことで、子どもたちが普段食べ

ているお米を通じてまちの人や想いを認識いただきメンバーがクイ

ズで問いかけることで、自ら他者のことを考えていただくきっかけ

を創ります。続いて、おむすび研究家の大倉千枝子氏とのおむすび

ワークショップを通じて、子どもたちに他者を思う気持ちが育まれ

る様子を確認いただきます。最後に生産者とともに実際に田んぼで

稲植えの農作体験していただき、子どもたちに他者への思いやりの

心を育んでいただきます。

　この事業をきっかけとして、子どもたちに「コミュニケーション

する心」が育まれ、子どもたちが自ら未来を切り拓くことができる

人財へと成長し、時代を切り拓く川越の創造へと進んでいくと確信

しております。

　皆様のご参加を心よりお待ちしております。

青少年開発委員長　岡安　秀樹

Information

Information

第１回若者会議参加者一同第１回若者会議参加者一同

川越を想う参加者から忌憚ない意見が飛び交いました川越を想う参加者から忌憚ない意見が飛び交いました

◆６月例会

テーマ：ＳＵＲＶＩＶＯＲ～精神力と結束力で切り拓け～

日　時：２０２１年６月１９日（土）２０日（日）

登録・受付：７：１５

開　会：７：４５

閉　会：１２：３０

会　場：ＪＣ会館Ｄ・Ｅルーム、フォレストアドベンチャー千葉、

大房岬自然公園キャンプ場、大房岬自然公園大房岬自然の家

担　当：会員開発拡大委員会

　来る６月１９日（土）２０日（日）の２日間にわたり会員開発拡

大委員会担当のもとテーマをＳＵＲＶＩＶＯＲ～精神力と結束力で

切り拓け～と題し、ＪＣ会館Ｄ・Ｅルーム、フォレストアドベンチ

ャー千葉、大房岬自然公園キャンプ場、大房岬自然公園大房岬自然

の家にて６月例会を開催させていただきます。

　（公社）川越青年会議所が予測できない未来に先駆けた運動を展

開するためにはどんな状況下においても人と人とが繋がり支えあう

仕組みづくりをし、乗り越える力を育む必要があります。普段の生

活とは違う、大自然という非日常空間の中で、仲間と支え合いなが

ら行動をともにすることで、精神力と結束力を強め、人と人とが繋

がり支えあい課題や困難も仲間と協力し乗り越える力が育まれると

確信しております。また、２日間をともに過ごすことで会員間の親

睦も深まり、今年度の（公社）川越青年会議所の活動がより円滑に

進むような内容が目白押しとなっております。是非ご期待ください。

「決めポーズ」は時の鐘の音に耳を澄ませるポーズ「決めポーズ」は時の鐘の音に耳を澄ませるポーズ

参加者の若者たちからの質問に答える川越市長参加者の若者たちからの質問に答える川越市長

午前中はグループ毎に川越の市街地を散策午前中はグループ毎に川越の市街地を散策

メンバーが集まれない中、各々が歩いている画像を共有し合いましたメンバーが集まれない中、各々が歩いている画像を共有し合いました

雨天の中、家族と共にウォーキングをするメンバーたち雨天の中、家族と共にウォーキングをするメンバーたち

午前中はグループ毎に川越の市街地を散策午前中はグループ毎に川越の市街地を散策

４月例会・経営セミナー講師　谷島 賢 氏４月例会・経営セミナー講師　谷島 賢 氏

５月例会の主旨説明を行う岡安青少年開発委員長５月例会の主旨説明を行う岡安青少年開発委員長

神戸理事長による理事長挨拶神戸理事長による理事長挨拶

例会前の最終チェックを行う委員会担当の飯沼副理事長例会前の最終チェックを行う委員会担当の飯沼副理事長

澤野君によるディスカッション澤野君によるディスカッション


